
　
災
害
応
援
で
か
け
つ
け
る
自
治
体
職
員

向
け
に
作
成
し
た
「
惨
事
ス
ト
レ
ス
と
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
」
で
は
、
ま
ず
表
紙
の
部
分

で
惨
事
ス
ト
レ
ス
と
は
「
大
規
模
な
災
害

や
事
故
現
場
で
悲
惨
な
光
景
を
目
撃
し
た

り
、
職
責
を
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
思

い
に
さ
い
な
ま
れ
た
り
し
た
結
果
起
き
る

不
眠
や
気
分
の
不
良
、
放
心
状
態
な
ど
の

ス
ト
レ
ス
反
応
」
と
定
義
し
、
災
害
応
援

に
あ
た
る
自
治
体
職
員
向
け
に
、
体
制
を

作
っ
て
支
援
活
動
に
入
る
こ
と
の
重
要
性

を
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
解
説
し
て
い
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
１
で
は
、
被
災
か
ら
復
興
ま

で
の
時
間
の
流
れ
に
つ
い
て
見
通
し
を
も

ち
、
そ
の
中
で
自
分
の
立
ち
位
置
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
主
題
に
し
て
い
る
。
阪

神
・
淡
路
大
震
後
の
被
災
者
へ
の
克
明
な

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
調
査
（
林
・
重
川
・

田
中
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
秘

め
ら
れ
た
決
断
」
制
作
班
、
２
０
０
９
）

を
踏
ま
え
て
、
被
災
者
・
被
災
地
の
時
間

の
流
れ
は
、
10
の
１
乗
、
２
乗
、
３
乗
と

い
っ
た
節
目
で
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
解

説
し
て
い
る
。発
災
か
ら
10
時
間
ま
で
は
、

被
災
者
は
何
が
起
こ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い

失
見
当
期
、
10
か
ら
１
０
０
時
間
ま
で
は

被
災
地
社
会
の
形
成
に
向
け
た
展
開
期

（
命
を
救
う
こ
と
が
最
優
先
と
な
る
時

期
）、
１
０
０
か
ら
１
０
０
０
時
間
│
約

１
か
月
半
│
ま
で
は
被
災
者
同
士
助
け
合

っ
て
連
帯
感
が
高
ま
り
、
応
援
職
員
が
大

量
に
動
員
さ
れ
、
被
災
地
で
は
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
「
災
害
ユ
ー
ト
ピ

ア
」
期
、
１
０
０
０
か
ら
１
万
時
間
│
約

１
年
│
ま
で
は
復
旧
が
目
に
見
え
て
実
感

で
き
る
復
旧
・
復
興
の
開
始
期
、
そ
し
て

生
活
の
本
格
的
な
再
建
が
完
了
す
る
に
は

10
万
時
間
│
10
年
以
上
│
が
か
か
る
。
こ

の
よ
う
な
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
自
分
が

対
処
す
べ
き
応
急
救
援
業
務
を
大
局
的
な

時
間
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
も
ら
う

こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、
休
憩
を
と
る
仕
組

み
を
解
説
し
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

日
帰
り
や
数
日
で
は
引
き
継
ぎ
の
た
め
に

現
場
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
、
②

不
眠
不
休
の
興
奮
状
態
に
あ
る
被
災
地
の

人
た
ち
に
、
少
し
で
も
休
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
自
分
た
ち
の
使
命
で
あ
る
こ
と
、
③

応
援
職
員
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
休
憩
が

取
れ
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
、
の
三
つ
に

ま
と
め
て
い
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
活
動
全
体
を
通
し

惨
事
ス
ト
レ
ス
と
応
援
職
員

自
治
労
版
応
援
者
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル

│
│
惨
事
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

筆
者
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
を
中
心
の
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
や
実

践
に
取
り
く
ん
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、被
災
さ
れ
た
市
民
の
方
々
に
加
え
、被
災
自
治
体
職
員
や
応
援
職
員
と
い
っ

た
被
災
者
支
援
の
最
前
線
で
活
動
す
る
方
々
と
も
親
し
く
接
し
て
き
た
。
災
害
救
援
に
従
事
す
る
職
員
の
惨
事
ス
ト
レ

ス
の
予
防
策
に
つ
い
て
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
か
ら
実
践
的
な
方
法
論
を
米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
取
り
組
み
か
ら

学
び
、
そ
の
モ
デ
ル
の
普
及
に
も
関
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
は
、

全
日
本
自
治
体
労
働
組
合
（
自
治
労
）
に
協
力
し
、
応
援
職
員
向
け
の
「
惨
事
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
」
と
被
災

自
治
体
職
員
向
け
の
「
１
０
０
０
時
間
後
の
あ
な
た
へ
」
と
い
う
２
種
類
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
関
わ
っ
た
。
こ
れ
ら

二
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
16
年
の
熊
本
地
震
で
も
最
小
限
の
改
訂
を
施
し
た
の
ち
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
応

援
で
か
け
つ
け
る
自
治
体
職
員
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
焦
点
を
絞
り
、
東
日
本
大
震
災
時
の
実
態
を
踏
ま
え
て
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

たつき・しげお　同志社大学社会学部教授、阪
神・淡路大震災記念 人と防災未来センター上級
研究員。1955年兵庫県生まれ。78年関西学院
大学社会学部卒。同社会学研究科修士課程修了
後、トロント大学大学院に留学。同博士課程修
了。関西学院大学社会学部専任講師・助教授・
教授を経て2001年4月より現職。専門は福祉
防災学。特に大災害からの長期的な生活復興過
程の解明や、災害時要援護者支援のあり方など、
社会現象としての災害に対する防災学を研究。

立
木
茂
雄

同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授

大災害と
自治体職員の対応力

特 集
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て
、
ま
た
日
々
の
活
動
で
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ

の
切
り
替
え
を
明
確
に
取
る
こ
と
の
重
要

性
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
活
動

全
体
の
行
程
の
最
初
に
は
出
発
式
を
も
っ

て
被
災
地
の
状
況
や
安
全
確
認
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
一
日
の
始
め
に
は
朝
礼
を

と
り
作
業
内
容
、
作
業
時
間
、
前
日
の
引

き
継
ぎ
事
項
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
こ
れ

か
ら
活
動
が
始
ま
る
と
い
う
Ｏ
Ｎ
の
合
図

を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
。
さ
ら
に
、
一

日
の
作
業
の
中
で
も
、
必
ず
休
憩
を
交
替

で
取
る
、
一
日
の
作
業
の
終
了
時
に
は
現

場
で
夕
礼
を
も
ち
、
ど
こ
ま
で
作
業
し
た

か
、
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
嬉
し

か
っ
た
こ
と
、
怖
か
っ
た
こ
と
、
危
険
だ

っ
た
こ
と
、
提
案
や
反
省
を
共
有
化
す
る

Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
入
る
た
め
の
作
業
を
す
る
、
と

い
っ
た
よ
う
に
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
切
り
替

え
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
示
し
て
い

る
。

　
ス
テ
ッ
プ
４
は
、
現
場
で
ス
ト
レ
ス
を

緩
和
す
る
た
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
仕
方
を

６
種
類
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
後
に
、
イ

ス
ラ
エ
ル
か
ら
招
聘
し
た
心
理
学
者
ル
ー

ベ
ン
・
ガ
ル
博
士
の
研
修
会
で
日
本
側
支

援
者
に
伝
授
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
６

種
類
の
ス
ト
レ
ス
対
処
資
源
の
頭
文
字
を

取
っ
た
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
│
Ｐ
ｈ
モ
デ
ル
に
基

づ
い
て
い
る
（
立
木
、
２
０
１
６
）。
具

体
的
に
、
Ｂ
はBelief

（
信
念
や
使
命
）

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
Ａ
はA

ff ect
（
感

情
・
情
動
）を
そ
の
ま
ま
表
に
出
す
こ
と
、

Ｓ
はSocial

（
人
と
つ
な
が
る
）こ
と
、
Ｉ

はIm
agination

（
プ
チ「
現
実
遊
離
」）

の
時
間
を
も
つ
こ
と
、
Ｃ
はCognition

（
現
実
的
問
題
解
決
）の
過
程
を
活
用
す

る
こ
と
、
そ
し
て
Ｐ
ｈ
はPhysical

（
身

体
を
動
か
す
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
・
身
体

を
休
め
る
│
逆
に
、
お
酒
や
コ
ー
ヒ
ー
・

紅
茶
は
、
現
地
で
の
興
奮
を
促
進
し
、
不

眠
の
危
険
性
を
ま
す
│
）
こ
と
で
あ
る
。

人
は
誰
で
も
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解

消
法
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

自
分
が
得
意
な
方
法
に
気
づ
き
、
現
地
で

実
践
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
５
は
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
で
、

地
元
に
戻
っ
た
時
点
で
報
告
会
を
す
る
こ

と
、
戻
っ
た
ら
す
ぐ
に
自
分
の
ス
ト
レ
ス

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
で
き
れ
ば

1
か
月
ほ
ど
経
過
し
た
時
点
で
再
度
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
心
身
を

平
静
に
戻
す
│
現
実
に
帰
還
す
る
│
た
め

に
具
体
的
に
取
る
べ
き
こ
と
を
例
示
し
て

い
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
最
後
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト（
表
１
参
照
）で
、
精
神
的
ス

ト
レ
ス
６
項
目
、
身
体
的
ス
ト
レ
ス
６
項

目
に
つ
い
て
、
派
遣
前
と
派
遣
後
の
ペ
ー

ジ
を
用
意
し
、
自
分
自
身
で
変
化
に
気
づ

け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
12
項

目
は
、
兵
庫
県
が
行
っ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
被
災
者
の
１
９
９
９
・
２
０
０
１
・

２
０
０
３
・
２
０
０
５
年
生
活
復
興
調
査

（
各
年
度
対
象
者
３
３
０
０
人
）（
立
木
、

２
０
１
６
）で「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ス
ト

レ
ス
」
尺
度
と
し
て
用
い
た
も
の
で
、
繰

り
返
し
の
調
査
に
耐
え
う
る
信
頼
性
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　
自
治
労
は
２
０
１
１
年
４
月
か
ら
、
東

日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
で
被
災
地

に
入
っ
た
自
治
体
職
員
に
対
し
て
、「
惨

事
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
」
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
配
布
し
た
。
こ
の
う
ち
11
年
７
月

ま
で
に
応
援
活
動
に
従
事
し
た
全
国
の
自

治
体
職
員
の
う
ち
、
１
９
８
２
人
に
つ
い

て
は
表
１
に
あ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
回
答
を
自
治
労
本
部
が
回
収
し

た
。
回
答
者
の
性
別
の
内
訳
は
、
男
性
１

３
２
９
人
、
女
性
１
３
７
人
、
性
別
不
明

が
５
１
６
人
だ
っ
た
。回
答
者
の
年
齢
は
、

19
歳
か
ら
63
歳
ま
で
、
最
も
多
か
っ
た
の

は
30
代
・
40
代
で
合
わ
せ
る
と
全
体
の
7

割
を
占
め
た
。
以
下
は
、
そ
の
回
答
の
分

析
で
あ
る（
河
村
・
辛
・
西
田
・
立
木
、
２

０
１
１
）。

　
表
１
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
派
遣
前
と

派
遣
後
の
２
回
に
わ
た
り
回
答
で
き
る
よ

う
に
し
て
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
後
で
ど
の

程
度
の
変
化
が
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に
そ
の

変
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
得
点

は
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ら
び
に
身
体
的

ス
ト
レ
ス
と
も
最
低
が
６
点
で
、
最
高
が

30
点
と
な
る
。
派
遣
職
員
の
精
神
的
お
よ

び
身
体
的
ス
ト
レ
ス
得
点
は
、
ち
ょ
う
ど

半
数
の
職
員
で
は
派
遣
前
も
派
遣
後
も
最

低
点
の
６
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
１
ポ
イ
ン

ト
加
え
た
７
点
ま
で
含
め
る
と
全
体
の
４

分
の
３
の
職
員
が
、
非
常
に
低
ス
ト
レ
ス

で
あ
り
、
派
遣
前
後
で
も
変
化
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
全
体
の
約
４
分
の
３
の
職
員
で
は
、
苛

自
治
労
組
合
員
約
２
０
０
０
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
分
析

表1　ストレスチェックリストの質問項目と選択肢
測定するストレス  質問項目 選択肢

精神的ストレス  １） 気持ちが落ち着かない
 2） 寂しい気持ちになる
 3） 気分が沈む
 4） 次々とよくないことを考える
 5） 集中できない
 6） 何をするのもおっくうだ

⒈ まったくない
⒉ まれにあった
⒊ たまにあった
⒋ たびたびあった
⒌ いつもあった

の５項目

身体的ストレス  7） 動悸がする
 8） 息切れがする
 9） 頭痛、頭が重い
 10）  胸がしめつけられるような痛みが

ある
 11） めまいがする
 12） のどがかわく
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酷
な
業
務
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
ト
レ
ス
耐

性
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た

が
、
年
齢
や
従
事
し
た
業
務
を
細
か
く
調

べ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
派
遣
前
後

で
の
ス
ト
レ
ス
得
点
の
上
昇
と
関
係
し
て

い
る
の
か
、
そ
の
影
響
が
見
え
て
き
た
。

年
齢
別
で
見
る
と
、
30
代
・
40
代
・
50
代

の
、い
わ
ゆ
る
働
き
盛
り
層
の
職
員
で
は
、

ス
ト
レ
ス
得
点
に
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
一
方
、
ス
ト
レ
ス
得
点
の
上
昇
が
派

遣
後
に
現
れ
た
の
は
20
代
と
60
代
の
職
員

だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
経
験
年
数
の
浅

い
20
代
の
職
員
や
60
代
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
職

員
の
派
遣
に
は
慎
重
に
な
る
か
、
手
厚
い

ケ
ア
が
派
遣
中
も
派
遣
後
に
も
必
要
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
性
差

に
つ
い
て
は
統
計
的
に
意
味
の
あ
る
違
い

は
現
れ
な
か
っ
た
。

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
は
、
従

事
し
た
現
地
で
の
業
務
に
つ
い
て
自
由
記

述
で
回
答
を
求
め
て
い
た
。
こ
の
回
答
を

も
と
に
事
後
的
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
を
行

い
、
業
務
内
容
の
違
い
に
よ
っ
て
ス
ト
レ

ス
の
変
化
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か

検
討
を
行
っ
た
。
図
１
お
よ
び
図
２
が
そ

の
結
果
を
散
布
図
に
し
て
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
図
の
横
軸
は
、
回
答
者
の
出
発
前

の
ス
ト
レ
ス
項
目
の
合
計
点
、
縦
軸
は
派

遣
後
の
ス
ト
レ
ス
項
目
の
回
答
の
合
計
点

と
な
っ
て
い
る
。
図
１
と
図
２
の
そ
れ
ぞ

れ
の
散
布
図
に
は
２
本
の
回
帰
直
線
を
表

示
し
て
い
る
。
図
１
で
傾
き
が
急
な
赤
色

の
直
線
は
、
被
災
地
で
被
災
者
と
直
接
対

面
を
行
っ
て
連
絡
調
整
や
施
設
運
営
に
当

た
っ
た
と
答
え
た
職
員
の
回
答
、
そ
れ
よ

り
は
ゆ
る
や
か
な
傾
き
の
黒
色
の
線
は
、

そ
れ
以
外
の
業
務
に
従
事
し
た
職
員
の
回

答
を
回
帰
直
線
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
被
災
地
で
の
被
災
者

と
の
直
接
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
あ
る
業
務
で

は
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
上
昇
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
図
２
の
物
資
の
配
布
に
つ
い
て

は
、
被
災
者
と
の
直
接
の
対
人
接
触
を
伴

う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
身
体
的
ス
ト
レ
ス

に
つ
い
て
は
、
派
遣
後
に
顕
著
に
低
下
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
被
災
者
と
の
直
接
の
対
面
業
務
に
従
事

す
る
場
面
で
も
、
救
援
物
資
の
配
布
を
通

じ
て
、
感
謝
の
言
葉
な
ど
を
伴
う
肯
定
的

な
出
会
い
が
起
こ
り
や
す
い
業
務
で
は
、

身
体
的
ス
ト
レ
ス
は
む
し
ろ
低
下
し
て
い

た
一
方
、
被
災
者
個
々
の
事
情
に
配
慮

し
、
個
別
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
対
人
的

な
業
務
に
従
事
す
る
職
員
で
は
、
ス
テ
ッ

プ
２
の
休
憩
が
取
れ
る
仕
組
み
、
ス
テ
ッ

プ
３
の
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
切
り
替
え
が
で

き
る
体
制
、
ス
テ
ッ
プ
４
の
ス
ト
レ
ス
解

消
の
た
め
の
対
処
法
（
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
│

P
h
）
の
活
用
な
ど
が
積
極
的
に
取
ら
れ

る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
と

な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ス

テ
ッ
プ
を
記
載
し
た
「
惨
事
ス
ト
レ
ス
と

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
」
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
と
り

わ
け
被
災
地
で
の
業
務
に
従
事
し
、
終
了

後
に
ス
ト
レ
ス
得
点
が
高
く
な
っ
た
グ
ル

ー
プ
で
は
、
現
地
活
動
中
で
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
活
用
の
度
合
い
が
高
く
な
っ
て
い
た
こ

と
も
確
認
さ
れ
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ス
テ
ッ
プ
５
で
は
、
派

遣
活
動
終
了
後
に
心
身
を
平
静
に
戻
す
│

現
実
に
帰
還
す
る
│
た
め
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

を
勧
め
て
い
る
。
回
収
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
、
派
遣
業
務
全
般
へ
の
感
想
を
自

由
に
既
述
す
る
欄
も
設
け
て
い
た
。
そ
の

中
で
、
派
遣
体
験
に
肯
定
的
な
意
味
づ
け

を
見
い
だ
し
て
い
た
層
で
は
、
活
動
終
了

後
の
ス
ト
レ
ス
得
点
が
低
く
な
る
の
に
対

し
て
、「
疲
れ
た
・
労
働
状
況
の
改
善
の

必
要
あ
り
・
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
記
載

を
し
た
層
で
は
、
ス
ト
レ
ス
得
点
が
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
ど
の
よ
う
な
体
験
│
た
と
え
否
定
的
な

感
情
を
と
も
な
う
も
の
│
で
あ
れ
、
被
災

地
で
の
応
援
業
務
は
、
被
災
地
の
被
災
者

や
職
員
を
「
休
ま
せ
る
」
と
い
う
意
味
で

効
果
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
誰
も
が
寄
与

で
き
た
の
だ
、
と
い
っ
た
体
験
の
肯
定
的

な
総
括
が
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
作
業
で
は
必
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
派
遣
終
了
後
の

受
け
入
れ
側
の
課
題
も
示
唆
す
る
分
析
結

果
と
な
っ
て
い
た
。

図1　被災者との連絡調整や施設運営に従事した職員と
　　　それ以外の業務に従事した職員別の派遣前後での
　　　精神的ストレスの変化の比較

図2　被災者への物資の配布作業に従事した職員と
　　　それ以外の業務に従事した職員別の派遣前後での
　　　身体的ストレスの変化の比較
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　あり
　なし
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